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CFOに託されていること: 変革
世界的な経済課題が次々と押し寄せ、CFOにかかるプレッシャーはますます増大しています。インフレと人件費高騰の
中で利益と生産性を伸ばし、同時にESG(環境・社会・ガバナンス)に対する責任を果たさなければならないからです。 
今、CFOが選ぶ道によって、この難局に耐え、企業が繁栄できるかどうかが決まるのです。 

当面の企業存続と、長期的な企業成長を確実に行うには何が必要なのでしょうか。 CFOの5人に4人が、レイオフ(一時
解雇)は最終手段であると回答しています。 この質問に対する答えは、CFO室全体が一丸となって、機会を見極め、賢い
選択をし、変革を推進することにあります。 変革に価値を見出し成功を収めるには、ビジネスの根幹の変革と、その変
化の拡大が必須であることを、変革を推進するリーダーたちは理解しています。 

CFOは、優位性を見出すために、ビジネスで行う支出のすべてで、その価値をすぐに最大化するためのプラットフォームの
導入や強化を優先的に行っています。 デジタル技術だけでは、高騰するコスト、高金利、世界市場の不安定さから生じる
問題に対処することはできません。 ですが、デジタル技術、インサイト、AI、運用機能を活用した変革の推進は、サイロ化し
ていた部門間の協力を行いやすくし、より大きな課題を一緒に解決できるようにするうえで、他にはない方法です。

はじめに

より良く迅速な対応に必要なものを、 
AIとコミュニティに裏付けられたインサイトが示しています。

BSMプラクティスを適用し、節減を通して利ざやを向上  
(従来の支出管理アプローチで得られる一般的な利益は2～3%)

支出のコントロールを改善し、不正や予算超過支出を防ぎ、 
リスクのあるサプライヤーへの支出を回避

請求書の処理をさらに可視化し、支払いのタイミングを
最適化することで、資金管理を改善

購買と請求処理を1つのプラットフォームで行えるように 
することで、アジリティ(俊敏性)と生産性を向上

方法目標

収益性を促進

複数のリスクを 
軽減

キャッシュフローと 
支払いを最適化

運用を効率化 

リーダーたちの達成度 

 全体的な節減率6.6%

電子的に支払い
処理が行われた請求96.9%

事前承認を
行った支出95.0% 

請求照合の 
初回一致率96.5%

https://coupa.co.jp/resources/2023-The-Strategic-CFO-Survey
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コミュニティデータは企業の成功につながる

Coupaコミュニティで何が実現できるかご参照ください。

本レポートのベンチマークは、それぞれのKPIでクラス最高のパフォーマンスを示しています。 各ベンチマーク測定では、
そのKPIにおけるCoupa顧客の上位4分の1の中央値を示しています。

毎年発表している本レポートは、3,000社以上の顧客と950万社のサプライヤーからなるコミュニティ、そしてCoupaプ
ラットフォーム上で処理されるビジネス支出(世界で4兆ドル超)から絶えず生み出されるリアルタイムのインパクトに基
づいて作成されています。 すべての契約、支払い、出張、つまりプラットフォーム上で発生するすべてのトランザクション
は、Community.aiと総称されるAI搭載機能群によってキャプチャされ、分析されます。 Community.aiは、企業のすべての
チームが、適切なタイミングで適切な行動をどこでどのように取るかについて改善案を提供します。  

KPIは、いかなるDX戦略においても、その方向を定めるために不可欠なものです。 しかし、収益性、パフォーマンス、目的
を目指し、明確で着実な道筋を進んでいけるかどうかは、参加する人々にかかっています。 変革を推進しようとする今
日のリーダーは、財務、購買、コンプライアンス、資金管理、サプライチェーン、サステナビリティ、ITのつながりを強化す
るプラットフォームを用い、あらゆる支出から新たなレベルの価値を実現するという共通の目標で各部門を1つにまと
めるという、これまでにない働きを見せる機会を手にしているのです。

はじめに

収益性、パフォーマンス、目的へのロードマップをうまく進んでいくために、CFOはまず、自社のビジネスが今どの程度うまく
いっているかを把握する必要があります。

このCoupa BSMベンチマークレポートは、企業の経営者や責任者に向けて次の情報を提供します。

•	 DX戦略にとっての重要なKPIに関するインサイト。

•	 データドリブンな視点での、グローバルコミュニティにおける企業の立ち位置と向上方法。

•	 世界最高水準の運営を行う企業の、収益性、パフォーマンス、目的の達成方法。 

https://coupa.co.jp/community


CFOに託されていること: 変革

コミュニティデータは企業の成功につながる

今こそ支出管理が重要な理由

環境・社会・ガバナンス(ESG)へのコミットメント

サプライヤー多様性の構成 
リスク管理評価完了率 
リスク管理評価サイクルタイム

調達から契約までのコストとリスクの削減

契約管理サイクルタイム 
購買・調達システムを通じた支出率 
契約に基づく支出率 
優先サプライヤーへの支出率

購買全体のコスト削減と効率化

事前承認済み支出率 
発注書の電子処理率 
購買申請-発注サイクルタイム

サプライヤーから得られる価値の最大化

サプライヤー情報管理サイクルタイム

電子請求書を利用した効率化と不正リスクの低減

請求書の電子処理率 
請求書の承認サイクルタイム 
請求照合の初回一致率

経費を介したコスト管理とリソースの解放

経費レポートの承認サイクルタイム 
経費レポート明細の規定遵守率

最新の支払い処理で回復力(レジリエンス)を強化

電子的に支払われた請求書率 
サプライヤーのデジタル決済の利用率 
支払バッチの承認サイクルタイム

より少ないリスクでより迅速にDXを実現

Coupaについて
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「今日の経済では、より少ないコストで
より多くのことを行うことが

求められています。 
私たちは、会社の財務を完全に

把握できるテクノロジーを活用し、
予測を改善し、キャッシュフロー管理と

運転資本を最適化しています」

Jeremy Hamon氏、グループ財務責任者兼CFO

今こそ支出管理が重要な理由

財務責任者は、物価の上昇、借入費用の増大、予測不能な販売予測など、市場にかかる大きな圧力への対処に苦
悩しており、 利益率を改善するための最も確実な方法の1つとして、支出管理に目を向けています。

次々と押し寄せる外的なプレッシャーや不確実性に対抗するために、CFOは自分たちがコントロールできること、 
つまり組織全体の支出の方法や管理にさらに注意を払うようになっています。 支出するという直接的な行為の前、
最中、そして後に何が起こるのでしょうか。 どのような管理とプロセスが行われているのでしょうか。 

本レポートの各KPIで証明されているように、支出の完全な把握は不可欠です。 BSM(Business Spend Management、
ビジネス支出管理)プラットフォームを整えることで、会社全体のリソースの使用状況を理解し、コストを抑制するた
めのツールを漠然とした使い方ではなく的確に利用するための機会と視野を得ることができます。

売上原価(COGS)から営業費に至るまで、すべてのタイプの支出がより詳細に
可視化されることで、財務責任者は、情報に基づいた意思決定を行
い、自社の競争力を確実に維持できるようになるのです。

業績の高い企業の 
支出全体に対する節減率

 

6.6%

はじめに
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はじめに

クラス最高のパフォーマンスを実現する20のKPI

サプライヤー 
多様性の構成

契約管理 
サイクルタイム

購買・調達システムを
通じた支出率

契約に基づく
支出率

優先サプライヤーへの 
支出率

リスク管理 
評価完了率

リスク管理評価 
サイクルタイム

調達から契約(S2C)

業績の高い企業は 
支出全体に対する節減率が高い

支出管理

環境・社会・ 
ガバナンス(ESG)

発注書の 
電子処理率

購買申請-
発注サイクルタイム

事前承認済み支出率

購買

サプライヤー情報管理 
サイクルタイム

サプライヤー 
管理

請求書の 
電子処理率

請求書の承認 
サイクルタイム

請求照合の 
初回一致率

請求

経費レポートの承 
認サイクルタイム

経費レポート明細の 
規定遵守率

経費

電子的に支払われた
請求書率

サプライヤーの
デジタル決済の利用率

支払バッチの 
承認サイクルタイム

支払い
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環境・社会・ガバナンス(ESG)
へのコミットメント 

「BSMの機能により、サプライチェーン全体の多様性に関す
る支出を、過去4年間のベンチマークと比較してトップクラ
スのレベルにまで高めることができました。 また、初期費用
が少なく、成果が出るまでの時間が短いため、このビジネス
プロセスの変革は自社の資金で行うことができました」

アメリカ赤十字社

•	 今日の企業は、収益性を超えた社会的目的を取り入れる
ことの重要性を認識しています。 それが正しいことだか
らだというだけでなく、確固とした財務実績をあげなが
ら、ESG目標に向けたより大きな責任を果たし、今まで以
上に成果を上げなければならないプレッシャーが高まっ
ているのです。

•	 法規制により、企業は自社の事業だけでなく、サプライ 
チェーンにおいても、温室効果ガスの排出量を削減し、環
境悪化や倫理的な不正を防止するよう求められています。

•	 サプライヤーとの関係を最適化することは、企業が世界に
及ぼす良い影響を増幅させる絶好の機会となります。

持続可能なBSMについて、 
詳しくはこちらをお読みください。

https://www.coupa.com/customers/coupa-aids-red-cross-meeting-diversity-goals-self-funded-bsm?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1%20Show%20less
https://www.coupa.com/customers/coupa-aids-red-cross-meeting-diversity-goals-self-funded-bsm?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1%20Show%20less
https://coupa.co.jp/customers/coupa-aids-red-cross-meeting-diversity-goals-self-funded-bsm
https://coupa.co.jp/customers/coupa-aids-red-cross-meeting-diversity-goals-self-funded-bsm
https://coupa.co.jp/solutions/sustainable-business-spend-management


COUPA BSMベンチマークレポート 8

多様なサプライヤーとの支出を 
最大化する方法
•	 各ソーシングイベントに、少なくとも1社の多

様性の高いサプライヤーを含むことを必須と
する。

•	 ダイバーシティ推進の担当者に、多様性に欠
ける処理中のソーシングイベントと購買申請
の参照権限を与え、サポートを提供できるよ
うにする。

•	 多様性の高いサプライヤーのリスク指標を監
視し、より寛大な支払条件の拡大や、困難と
なりうる契約要件の見直しなどの、積極的な
介入を行う。

•	 共通のカテゴリーでの事前調達された多様
なサプライヤーを提供する、コミュニティを利
用したプラットフォームへの投資を行う。

•	 多様性の高いサプライヤーであることを直接
エンドユーザーに伝えるために、検索結果に
フラグを立てる。

サプライヤー 
多様性の構成

定義 
サプライヤー多様性の構成は、Coupaプラットフォーム
において、指定された多様性カテゴリーへの支出の割
合を評価します。 

このKPIが重要な理由

•	 ESGプログラムの一環(場合によっては役員報酬の
対象)として、多様性の高いサプライヤーとの取引
を増やすコミットメントを企業は設定しています。

•	 米国 政府から受注する請負業者は、多様性の高い
サプライヤーとの支出を追跡し、高い目標を達成す
ることが義務付けられています。 ヨーロッパ大陸で
は、サプライヤーの多様性は新たな考慮事項となっ
てきており、企業にとって包摂的な購買慣行を先導
する絶好の機会となっています。

•	 多様性の高いサプライヤーからの購入は、多様 
なオーナーとその従業員を直接支援し、地域社会
における経済活動を増加させることにより、ポジテ
ィブなインパクトを与えます。

主な効果: 
ESGパフォーマンスを改善

41.7%

20.2%

16.4%

16.1%

3.4%
1.7% 0.5%

環境・社会・ガバナンス(ESG) > サプライヤー多様性の構成

パリに本社を置くグローバルメーカーが、2050年までにカーボンニュートラルを 
達成するというミッションを遂行するために、Coupaをどのように活用しているかをご覧ください。 

多様性の高いサプライヤーとの 
連携についてお読みください。

小規模企業 
マイノリティ・先住民による経営
退役軍人による経営

女性による経営
過小評価されている企業
障がい者による経営

カテゴリー間の重複を含みます。  
たとえば、1社のサプライヤーが、「女性による経営」
の「小規模企業」として数えられることがあります。

*LGBT+による経営

https://www.whitehouse.gov/wp-content/uploads/2023/02/M-23-11-Creating-a-More-Diverse-and-Resilient-Federal-Marketplace.pdf
https://coupa.co.jp/blog/supply-chain/saint-gobain-optimizes-supply-chain-transport-help-reach-goal-carbon-neutrality
https://coupa.co.jp/products/supplier-management/supplier-diversity-management
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指標の改善方法
 高いほど良い

•	 取引条件に「サプライヤーは定期的にリス
クアンケートに回答しなければならない」
という条項を含めることで、リスク管理チー
ムの手間を減らす。 

•	 サプライヤーが使いやすいプラットフォー
ムを使用することで、サプライヤーがプロ
セスのどこで行き詰まるかの監視と、規制
の変更に伴ったアンケートの迅速な更新
を可能にする。 

リスク管理評価の完了率

定義
リスク管理評価の完了率は、デジタル形式で管理さ
れているリスクアンケートに、サードパーティがどのく
らい回答したかを示す完了率です。

このKPIが重要な理由

•	 企業は、情報セキュリティや倫理的な調達など、
多数の分野でサプライヤーや、そのサプライヤー
の先のサプライヤーの行動に対して責任を持た
なければならなくなっています。 リスクとなるサ
プライヤーや下請け業者をすべて特定する必要
があります。 

•	 SEC(米国証券取引委員会)の持続可能な情報開
示規制の提案やヨーロッパの持続可能な金融情
報開示規制など、世界各国で制定が進んでいる
ESG法により、コンプライアンスに新たな要件が
加わっています。 

•	 デジタルリスクアンケートによって、より効率的に
リスクとその軽減措置を把握できます。その結果、
より多くのサプライヤーを評価し、より頻繁に、か
つ一貫した審査を実施できるようになります。

99.1% 主な効果: 
ESGパフォーマンスを改善

環境・社会・ガバナンス(ESG) > リスク管理評価の完了率

ベンダーのリスク評価に
ついてお読みください。

この商業用損害保険会社が、支出の管理と、サードパーティリスクの
管理を行うために、どのようにデジタル化したかをご覧ください。 

https://coupa.co.jp/resources/Manage-Third-Party-Risk_Report
https://coupa.co.jp/customers/cna-digitizes-gains-flexibility-and-visibility-minimize-risk
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指標の改善方法
低いほど良い

•	 取引条件として、サプライヤーが決められ
た期間内にリスク評価を完了することを必
須とする。

•	 使いやすい1つのBSMプラットフォームを
置き、サードパーティのリスク管理を一元
化することで、審査プロセスを加速し、重複
した申請を排除する。 コミュニティにより
強化された評価テンプレートや、サプライ 
ヤーが行き詰まったときの調整事項に関す
る改善案も、BSMプラットフォームによって
提供される。

•	 調達とサードパーティのリスク管理をしっ
かり連携させることで、情報共有のスピー
ドが上がり、ともにビジネスを行う上で評
価が重要な要素であることをサプライヤー
が理解しやすくなる。

リスク管理評価サイクルタイム

定義 
リスク管理評価サイクルタイムは、サードパーティが
リスク評価に応答するまでの所要時間を表します。

このKPIが重要な理由

•	 迅速で効率的な審査プロセスは、新しいサプラ
イヤーを迅速に登録し、問題が発生したときに
代替を見つけるために極めて重要です。 リスク
管理チームは、ビジネスへのサービス水準も上
げることができます。

•	 バイヤーは、サプライヤーの優先度と選択肢に
ついて、適性評価で妥協することなく、より迅速
に決断を下せます。

環境・社会・ガバナンス(ESG) > リスク管理評価サイクルタイム

レジリエンスとコンプライアンスを向上させる
ためのリスク管理についてお読みください。

主な効果: 
ESGパフォーマンスを向上23.9 営業 

時間

北米最大級の銀行が、年間600件以上の評価でサプライヤーの審査時間を短縮し、 
ビジネスへのサービス水準を上げ、リスクの高い次善策を回避した方法をご覧ください。 

https://coupa.co.jp/resources/Manage-Third-Party-Risk_Report
https://coupa.co.jp/customers/digitized-and-centralized-control-mitigates-risk-bmo
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調達から契約までの 
コストとリスクの削減

「全体での、あるいは特定の国での成約数を制限するのか、コ
ストが最低で済むソリューションよりも環境に優しいソリュー
ションを割り当てるのか、Coupaはそうした異なるシナリオの
結果を計算し、ワンクリックで可視化してくれます。 ... 当社は、

このような電子調達が(最大で)平均3%の節減をもたらすと
見積もっています。この数字は過去5年間現実となってきました」

CRH、多様な建材・製品の製造・販売で 
世界をリードする製造会社

•	 最近の経済の混乱の結果、支出管理のプロフェッショ
ナルたちは、契約へのアプローチを再検討しています。  
その中には、より短期の契約を多く締結することを奨励
する人もいれば、 信頼できる少数のサプライヤーに「すべ
て」を任せようとする(少数のサプライヤーにビジネスを
集中させることに伴うリスクはあっても)人もいます。 

•	 契約を手際よく起草し、見直し、履行できるようにするこ
とは必須です。 調達の結果とリスク軽減のための条件を
迅速に契約に反映させることで、アジリティ(敏捷性)を高
め、サプライヤーとの交渉の価値を最大化できます。

調達と契約の関連性について
お読みください。

https://coupa.co.jp/customers/crh-leverages-coupa-optimize-sourcing-realize-savings
https://coupa.co.jp/products/procurement/source-to-contract
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指標の改善方法
低いほど良い

•	 契約ライフサイクル管理(CLM)機能を導入し、
調達とサードパーティリスクにしっかりと連携
させる。 これにより、取引先について評価され
たリスクを軽減する適切な条件を契約書に
盛り込むことができる。 

•	 標準的な契約条項、デジタルワークフローと
承認、リスクスコアを使用することで、契約の
見直しおよび承認にかかる時間を短縮する。

•	 CLMを購買と請求書検証に直接連携させる
ことで、すぐに価値を実現できるようにする。

契約管理サイクルタイム

定義 
契約管理サイクルタイムは、契約を要求してから、 
その契約が締結されるまでの所要時間を表します。

このKPIが重要な理由

•	 調達の前段階の作業を行った後、契約を正式に
締結するために必要なのが契約書です。 契約の
サイクルタイムが長いと、新しい取り決めから利
益を得られるようになるのが遅くなります。 

•	 サイクルタイムが長いと、契約による保護が有効
になる前に新しいサプライヤーとの仕事を開始
しなければならないような状況に陥ってしまう
リスクが生じます。

•	 新しいサプライヤーや落札された入札について
の契約と購入にかかる時間を短縮することで、
供給問題への対応がより迅速に行えるようにな
ります。

•	 契約が迅速に履行されると、サプライチェーン
全体の不確定要素を取り除くことができます。ま
た、より良いプランニングが可能になり、ビジネ
スの展開を速く行えます。

10.1 主な効果: 
業務の回復力 
(レジリエンス)を強化

調達から契約(S2C) > 契約管理サイクルタイム

購買から支払い(P2P)プロセスへの 
CLMの統合についてお読みください。

米国第5位の自動車小売業者が、Coupaの契約ライフサイクル管理を利用して、 
IT部門、購買部門、法務部門が、従来なら交渉に数ヵ月かかる重要な契約をわ 

ずか数週間で完了させた方法をご覧ください。 

　 
営業日

https://coupa.co.jp/products/contract-lifecycle-management
https://coupa.co.jp/products/contract-lifecycle-management
https://coupa.co.jp/customers/sonic-automotive
https://coupa.co.jp/customers/sonic-automotive
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指標の改善方法
高いほど良い

•	 カタログデータの質を高めて、より良いユー
ザーエクスペリエンスを提供する。 必要なも
のを簡単に検索できて、写真、商品説明、価格
を見ながら適切なアイテムを選べるのであれ
ば、ユーザーは、カスタムリクエストを申請す
るのではなく、カタログの標準的なアイテム
を選択するようになる。

•	 可能な限り、実績と信頼のあるプラットフォー
ムやプログラムを使用することで、企業やベ
ンダーがカタログやパンチアウトの作成にか
ける時間を短縮する。

購買・調達システムを通じた支出率

定義
購買・調達システムを通じた支出率とは、社内カタ
ログやベンダーカタログ(パンチアウト)を通じて行わ
れる支出の割合を示します。  

このKPIが重要な理由

•	 カタログを利用することで、購買統制の強化、効
率化、価格の低減が容易になります。 場当たり
的な購入の繰り返しでアイテムやサプライヤー
が急増することを回避しなければいけません。

•	 購買・調達システムを通じた支出率を最大限ま
で増やすことによって、より拡張性の高い方法で
の変更管理が可能となり、商品やサービスが導
入されたときでも、迅速に適応できるようになり
ます。 

•	 在庫の有無、割引、配送コストの情報は多いほ
うが、従業員にとって役に立ちます。また、エラー
の少ない情報伝達は、サプライヤーにとって有
益です。

67.6% 主な効果: 
支出管理で 
収益性を向上

調達から契約(S2C) > 購買・調達システムを通じた支出率

調達から支払い(S2P)について
お読みください。

「Coupaを活用することで、Uberは入手可能な商品や
サービスと従業員が必要とするものとの間に

ずれがないかを見極めることができます」
Mark Arrigotti氏、グローバル購買責任者

https://coupa.co.jp/products/procurement/open-buy
https://coupa.co.jp/products/procurement/open-buy
https://coupa.co.jp/products/contract-lifecycle-management


COUPA BSMベンチマークレポート 14

指標の改善方法
 高いほど良い

•	 カテゴリー調達戦略を導入し、最大の価値
を得られるカテゴリーについて戦略的調達
を行う。

•	 契約は、連携する契約ライフサイクル管理
(CLM)システムを介して迅速かつ簡単に購
買ポリシーに組み込まれるようにする。

•	 P2P(購買から支払い)システムは、従業員
にとって使いやすいものにする。P2Pシステ
ムの検索結果には、契約済みの物品とサー
ビスが自動的に表示されるようにする。

契約に基づく支出率

定義
契約に基づく支出率は、より良い価格と条件を事前交
渉した契約のもと発生した支出の割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 リスク関連の保護が契約に盛り込まれているサプ
ライヤーを利用し、契約に基づく支出を増やすこ
とで、財務リスクが低減します。

•	 購買部門は、それぞれの契約に基づいた支出を増
やすことで、契約しているサプライヤーと契約条件
の向上や値下げを交渉できるようになります。

•	 契約では支払条件についても交渉されるため、契
約に基づく支出が多くなることで、有利な支払条
件を利用できるようになります。これにより、キャッ
シュフローも改善されます。

80.8% 主な効果: 
支出管理で 
収益性を向上

調達から契約(S2C) > 契約に基づく支出率

契約管理について 
お読みください。

「Coupaは当社のビジネスを変革してくれました。 
支出の統制がとれない状態だったのが、Coupaで

100%の支出が契約に基づくようになりました」
Chris Courtemanche氏、購買イノベーションマネージャー

https://coupa.co.jp/products/contract-lifecycle-management
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優先サプライヤーへの支出率

定義
優先サプライヤーへの支出率は、サプライヤー総数に
対する、企業が合計支出額の80%を費やしているサプ
ライヤー数の割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 テールサプライヤー(支出があまりないサプライ 
ヤー)は、重要でニッチサプライヤーですが、調達が
行われていない、または適切に管理されていない
カテゴリーの重複サプライヤーである場合があり
ます。 

•	 これらのテールサプライヤーへの過剰な支出は好
ましくありません。なぜなら、支出を集約して価格
を低減できていないからです。 過度のコストやリス
クにもつながります。リスク管理では、支出の多い
サプライヤーが優先されます。

•	 テールサプライヤーを減らし、優先サプライヤーを
増やすことで、購買力の強化、リスク低減が可能に
なり、交渉済みの契約と有利な支払条件を通して
価値を生み出せます。

19.3% 主な効果: 
支出管理で 
収益性を向上

調達から契約(S2C) > 優先サプライヤーへの支出率

指標の改善方法
高いほど良い

•	 価値の高いカテゴリーでの直接費と間接費の
分析を行い、サプライヤーとの関係の全体像を
把握する。 各カテゴリーの上位サプライヤーを
特定し、残ったサプライヤーの中から、最小限
の混乱とリスクで排除できるサプライヤーを判
断する。

•	 テールサプライヤーを集約し、それらのサプラ
イヤーに行くはずだった支出を優先サプライ 
ヤーに再分配することで、値下げと条件の向上
を実現する。 

•	 すべての支出を管理できる包括的なプラット 
フォームを使用し、購買で管理すべき旅費・経
費(T&E)の支出を特定することで、事前承認済
み支出率を増やす。 

•	 自動化とコミュニティ調達(ソーシング)により調
達リソースを解放することで、カテゴリー管理に
かける時間を増やし、テール支出を削減する。

オーストラリアのサービス大手企業は、Coupaを利用して400社のサプライヤーを100社に集
約したと同時に、バルク購入や管理強化のメリットを向上しました。その方法をご覧ください。

優先サプライヤーとの連携に
ついてお読みください。

https://coupa.co.jp/community/coupa-advantage
https://www.coupa.com/advantage
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購買全体のコスト 
削減と効率化

•	 これから購買が担う責任は、数年前には存在しな 
かったものばかりです。 この分野には、複数の戦略
的領域で成果を上げるという大きなチャンスがあ
り、当面の財務実績と長期的な成長を支えることに
なります。 

•	 そして、購買のプロセスと管理を正確かつ確実に行
うと同時に節減を実現し、必要に応じて予算を動か
すことが課題です。

•	 購買を成功させるには、いくつかの要因があります。
たとえば、企業の支出の完全な把握、サプライヤー
との強固な関係、そしてデジタル化の推進です。

今日のCPOの最優先事項に 
ついてお読みください。

「『以前のような業務のやり方に戻りたいです
か』と尋ねたら、まず間違いなく誰もが『ノー』
と答えると思います」

Zurich Insurance Group、スイスの保険会社

https://coupa.co.jp/resources/21-Procurement-New-Agenda-eBook
https://videos.coupa.com/watch/zB768rG587L61FVrpB8ikN?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1
https://videos.coupa.com/watch/zB768rG587L61FVrpB8ikN?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1
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指標の改善方法
 高いほど良い

•	 従業員が必要なものをスムーズに購入でき
るP2P(購買から支払い)システムを導入す
る。 同時に、「発注書を必須とする支払い」
規定の導入も検討する。

•	 新規サプライヤーのトレーニングプロセス
を改善し、バイヤーとサプライヤーの両方が
迅速に取引できるようにする。

•	 支出額の高いカテゴリーでは、価格と条件
を事前交渉し、承認ルールを設定すると 
いったカテゴリー戦略を導入する。

事前承認済み支出率

定義 
事前承認済み支出率は、承認済みの発注書に紐づい
た請求書による支出の割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 事前承認済み支出率が高くなると、財務部門は
サプライヤーへの支出を決定する前に行う各取
引の精査を強化できます。 また、予算を期中に引
き下げることも可能になり、これは不況時のアジ
リティ(俊敏性)を維持するうえで不可欠です。 加
えて、請求されていないが決定した支出を把握で
きるようになり、正確な見越し計上が容易になり
ます。

•	 事前承認されている支出は、交渉済みの契約に
織り込める可能性があります。その結果、より低い
価格とより良い条件を得ることができます。 また、
バーチャルカードに計上しやすく、リベートが増え
ます。バーチャルカードの支払いサイクルを利用す
るという点において流動性にプラスに働きます。

•	 支出の事前承認が行われれば、請求書と発注書
の照合率が向上し、不正行為に対するさらなる予
防策を提供することになります。

95.0% 主な効果: 
支出管理で 
収益性を向上

購買 > 事前承認済み支出率

事前承認済み支出率に
ついてお読みください。

「管理できている支出が22%しかなかった*ときは、
少し怖かったです。 Coupaがなかったら、この大きな

インフレにどう対処していいのか分からなかったと思います」
Kevin Ogle氏、会計監査役

* 発注書に紐づく支出は現在90%

https://www.coupa.com/blog/procurement/category-management-101-why-cpos-can-use-categories-add-value-organizations
https://coupa.co.jp/resources/23-Building-Resilience-Action-Plan
https://coupa.co.jp/resources/23-Building-Resilience-Action-Plan
https://coupa.co.jp/products/pay/business-payments
https://www.coupa.com/blog/procurement/why-pre-approved-spend-ultimate-benchmark
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指標の改善方法
 高いほど良い

•	 P2P(購買から支払い)システムを導入する。
自社とサプライヤーの両方にとって使いや
すいものにし、システムを利用するユーザー
に充分な教育を提供する。

•	 「発注書を必須とする支払い」規定の導入
を検討する。これにより、従業員とサプライ
ヤーが正確な情報を電子的にやりとりでき
るようにする。

•	 サプライヤーの商品やサービスを、カタログ
などの購買経路を通じて発注できるように
する。 AIを活用したデータインサイトを利用
して、すでにデジタルでの購入と請求に対
応しているサプライヤーを調べ、最終的にサ
プライヤーの選定を改善し、より良い価格
設定を実現する。 

発注書の電子処理率

定義
発注書の電子処理率は、すべての発注書のうち、サ
プライヤーによって電子的に承認および受領された
発注書の割合を示します。 

このKPIが重要な理由

•	 多くの企業が大量の発注書を手作業で処理して
います。 発注処理をデジタル化すると、発注書の
送信とサプライヤーによる承認が電子的に行わ
れるようになります。 

•	 これによって、価値の低い手作業を大幅に減ら
し、発注書の承認、変更、管理の処理にかかる時
間を短縮できます。 

•	 デジタル化によって、明細のアイテムレベルのス
テータス更新情報をサプライヤーが提供できる
ようになり、あらゆる問題の可視化が進みます。
そして、管理者は問題に対応する時間を得られ
るようになります。

98.9% 主な効果: 
業務の回復力 
(レジリエンス)を強化

購買 > 発注書の電子処理率

購買の強化レベルに応じたDXの推進に
ついてお読みください。

「発注書の処理だけで、いつ支出が予算を超過するか、
あるいは下回るかを把握できます。 最終的には、必要なときに

いつでも軌道修正でき、より良い意思決定ができるようになりました」
Matt Puckett氏、エグゼクティブバイスプレジデント兼最高財務責任者

https://coupa.co.jp/products/supply-chain-design
https://coupa.co.jp/community
https://coupa.co.jp/products/procurement
https://coupa.co.jp/products/procurement
https://www.coupa.com/products/supply-chain-collaboration
https://coupa.co.jp/resources/22-procurement-maturity-model
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指標の改善方法
低いほど良い

•	 リスクや不正に対する適切なレベルのコン
トロールを維持した上で、規定を簡素化し
て承認者の数を最小限に抑える(特に総費
用が一定額以下の場合)。 また、却下するこ
とのない承認者がワークフローにいる場合
は、その承認者の削除か、監視者への変更
を検討する。

•	 購買チャネル戦略を導入し、発注量の多い
商品やサービスは、社内カタログ、パンチアウ
ト、自動化購買プロセスを介して購買できる
ようにする。 これによって、ユーザーが必要な
ものをすばやく見つけられるようになる。

•	 AI機能を利用して、承認までにかかる時間を
社内の他のユーザーと比較してエンドユー
ザーに伝える。 ゲーム性を加えることで、ユー
ザーの参加率を高められる。 

購買申請-発注サイクルタイム 

定義 
購買申請-発注サイクルタイムは、最初の購買申請
から発注書の承認までの、発注処理にかかる平均所
要時間を表します。

このKPIが重要な理由

•	 今日のサプライチェーンには多くの不確定要素
があります。そのため、サイクルタイムを短縮す
ることによって、重要なアイテムやサービスの購
買における遅延を削減し、ビジネスを加速でき
ます。

•	 サイクルタイムが短いと、従業員の発注処理に
おけるユーザー体験も向上します。ユーザーは
さらに使いこなせるようになり、管理内支出を最
大限まで増やすことができます。

•	 サイクルタイムを短縮すると、サプライヤーの満
足度が向上します。それによって、サプライヤーと
の関係も強くなります。

主な効果: 
支出を管理することで 
収益性を改善

購買 > 購買申請-発注サイクルタイム

3.6 営業 
時間

よりスマートな申請システムに 
ついてお読みください。

このテクノロジー大手企業はプラットフォームに投資し、世界中の現地法人で 
申請書の作成から発注までのさまざまなプロセスをデジタル化し標準化しました。 

その方法をご覧ください。

https://coupa.co.jp/community
https://coupa.co.jp/products/procurement/purchase-requisition
https://coupa.co.jp/customers/salesforce
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サプライヤーから得られる 
価値を最大化

•	 手作業で処理を行ったり、バックオフィスが紙に依存
していたりする状態では、購買部門がサプライヤー
を戦略的に管理するのは困難です。 チームは、サプ
ライヤーの混乱に何年も対処してきたため、すでに
手一杯です。

•	 サプライヤー管理をデジタル化すると、価値の低い
作業や余分なコストを削減し、サプライヤーの登録
をセルフサービスポータルで迅速に行えるようにな
ります。 また、デジタル化により、多領域・多層リスク
評価とAIを活用したインサイトを組み合わせて、脅
威を特定できます。

サプライヤーとの関係強化について 
お読みください。

「データを活用することで、取引レベルだった
サプライヤーとの関係は戦略レベルに発展し、
主導権を握ることができるようになりました」

Air Methods、 米国ヘリコプター運航会社

https://coupa.co.jp/products/supplier-management
https://get.coupa.com/rs/950-OLU-185/images/Air_Methods_Transportation_&_Logistics_Case_Study.pdf?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1
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指標の改善方法
 低いほど良い

•	 サプライヤーとの重要な処理(発注書の受
信や、請求書の送信)が行われるときに、不
足したサプライヤー情報を追加するよう通
知するBSMプラットフォームを使用する。

•	 たとえば、サプライヤーが請求書を送信す
るときに「最新の銀行口座情報がないと支
払えない」という警告をサプライヤーに送る
ことができる。

•	 利用しているP2P(購買から支払い)システム
とサプライヤー管理システムが、バイヤーだ
けでなくサプライヤーのユーザー体験も重
要視していることを確認する。

サプライヤー情報管理サイクルタイム 

定義 
サプライヤー情報管理サイクルタイムは、サプライ 
ヤーが自社のサプライヤー情報を更新するための要
求をデジタル形式で受け取ってから、その要求に応
えるまでの所要時間です。

このKPIが重要な理由

•	 サプライヤー情報に誤りや不足があると、企業
にとって大きな問題に発展する可能性がありま
す。 サプライヤーが銀行口座や支払い情報を変
更しても、それをバイヤーに通知しなければ、銀
行手数料や遅滞が発生するおそれがあります。

•	 最新の証明書やその他の情報の提出が遅れる
と、サプライヤーを管理する担当者が手作業で
対処することになり、大きなコストが発生します。

•	 サプライヤーがセルフサービスのデジタルプロ
セスを通じて自社の情報を管理している場合
は、エラーや不正を防ぐことができます。手作業
によるデータ入力ミスや無許可の変更がなくな
ります。

サプライヤー管理 > サプライヤー情報管理サイクルタイム

サプライヤー情報管理につい
てお読みください。

主な効果: 
業務の回復力 
(レジリエンス)を強化1.4営業 

時間

「Coupaプラットフォームを利用することで、ユーザーに正確なプロセスを
提供し、経費サイクルを完了し、サプライヤーへの支払いを準備できます」

Teresa Gutierrez氏、シェアードサービスマネージャー

https://www.coupa.com/blog/treasury/cost-inaction-your-company-prepared-for-bank-failure
https://www.coupa.com/blog/treasury/cost-inaction-your-company-prepared-for-bank-failure
https://coupa.co.jp/products/supplier-management/supplier-information-management
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電子請求書を利用した 
効率化と不正リスクの低減

•	 経理担当者が高い価値を生み出すには、財務的な利害
関係のため、紙による請求書の処理ではなく、運転資金
の最適化や正確な見越し計上に集中する必要がありま
す。 

•	 過剰な手作業や、紙の請求書処理で発生する遅延やエ
ラーにより、財務報告が妨げられて運転資本管理に悪
影響が及び、二重支払いや不正につながる可能性があ
ります。

•	 デジタル請求を導入すると、処理がスピードアップし、
請求書の紛失や忘却を防ぐことができます。 これは見
越し計上に便利です。なぜなら、各期間の決算時までに
より多くの請求書を処理できるからです。

経理のデジタル化について 
お読みください。

「当社は、お客様にできる限り最高のソリューション
と体験を提供しています。そして戦略的サプライヤー
にも、あらゆるソリューションのユーザーに最高の
体験を提供することを求めています」

Zalando、ドイツの多国籍ファッションEコマース企業

https://coupa.co.jp/solutions/ap-automation
https://get.coupa.com/20_WC_All_Coupa_20-Rethinking-AP-Automation-and-Payments_Eng-ThankYou.html?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25585A1
https://get.coupa.com/HackettGroup_AccelerateYourTPRMJourney.html?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25585A1
https://get.coupa.com/HackettGroup_AccelerateYourTPRMJourney.html?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25585A1
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指標の改善方法
 高いほど良い

•	 強力な請求機能と購買プロセスが統合し
たシステム(つまり、包括的なBSMプラット 
フォーム)を使用して、請求書が発注書や領
収書と自動的に照合されるようにする。

•	 電子請求書の定着率が上がるように、プラッ
トフォームがモダンで、かつユーザーフレン
ドリーなエクスペリエンスをサプライヤーに
提供していることを確認します。また、サプラ
イヤーのマネージャーがコミュニティ全体で
どのサプライヤーが電子請求書を採用して
いるかを把握できる可視性がプラットフォー
ムにあることを確認します。

•	 複数の自動化チャネルへのスムーズでオー
プンなアクセスを提供し、サプライヤーが請
求書を送信できるようにする。同時に、請求
書や支払いのステータスをサプライヤーが
確認できるようにする。

請求書の電子処理率

定義 
請求書の電子処理率は、自動化した電子的手段で処
理された請求書の割合を示します。

このKPIが重要な理由
•	 電子請求書では、自動制御による請求書と発注書

の照合、勘定科目の適用、権限委譲ルールに従っ
た承認処理が行われるため、コンプライアンスが
向上します。 

•	 サプライヤーは期限内に支払いを受けることがで
き、請求書の承認や支払いステータスをリアルタイ
ムで確認できるため、更新にかかる時間を短縮でき
ます。

•	 電子請求書の割合が高くなることで、経理は支払
いのタイミングを最適化できるようになり、仕入債
務回転日数を最大限に活用したり、支払いを速め
て早期支払割引を得たりできます。

•	 請求書データの可視化により、資金管理部門は今
後の支払いを計画し、資金不足を減らすことがで
きます。

•	 政府機関は、間接税の規制の一環として、電子請
求書の使用を要求することがよくあります。 請求書
は、サプライヤーの提出時に、国別の税法に照らし
合わせて電子的に検証できます。

82.5% 主な効果: 
業務を効率化

請求 > 請求書の電子処理率

請求書管理について 
お読みください。

このサービスとエンターテインメントの世界的企業では、発注書に紐づいた請求書が 
3倍に増え、電子請求書の導入が90%急増しました。その方法をご覧ください。

https://coupa.co.jp/products/e-invoicing
https://coupa.co.jp/customers/bsm-bet-pays-for-hospitality-leader
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指標の改善方法
 低いほど良い

•	 金 額またはカテゴリーに基づいて承 認 
チェーンを最適化するような規定を検討 
する。

•	 事前承認済みで、少額の請求書は、自動承
認するようにシステムを設定する。 リアルタ
イムの支出監視を導入し、不正や二重請求
を検出し、監査の精度を保つ。

•	 3点照合(受領書を含む)から2点照合にし
て、請求書の承認だけにすることを検討す
る。 それにより、従業員は受領プロセスと請
求書プロセスのトレーニングを受ける必要
がなくなる(請求書の承認のトレーニングの
み必要)。

請求書の承認サイクルタイム

定義 
請求書の承認サイクルタイムは、請求書がシステム
に入力されてから支払いが承認されるまでの平均
所要時間を表しています(ただし、必ずしも支払われ
るとは限らない)。

このKPIが重要な理由

•	 請求書が紙媒体で、承認プロセスが分断されて
いると、簡単な請求書を1枚承認するのに数日
かかることがあります。 経理部門は、請求書ごと
に適切な勘定科目を特定してコードを適用し、
手作業で承認をとるといった、過剰な手作業に
忙殺されています。 

•	 承認までの時間を短縮することで、支払いの遅
滞と、それに伴うサプライヤーの不満や違約金
を回避できます。遅滞が深刻化すれば、契約を無
効にされたり、将来の取引を断られたりする可
能性もあります。 

•	 承認が迅速になると、早期支払割引を得られて
運転資本を改善できます。また、財務部門は、請
求書がよりタイムリーに処理されるため、会計を
より短時間で締めることができます。

請求 > 請求書の承認サイクルタイム

支払処理の変革への5つの重要な 
ステップについてお読みください。

主な効果: 
業務を効率化10.9 営業 

時間

「請求書サイクルタイムは、サプライヤーをサプライチェーンファイナンスに
登録する機会となります。効率的かつ迅速に承認することで、支払期限の前に

サプライヤーに支払う機会を得ることができます。サプライチェーンファイナンス
登録は、財務部門が所有するKPIであり、私たちが最も貢献できるKPIです」

Vincent Teyssier-Treton氏、購買テクノロジーおよびトランザクション調達責任者

https://coupa.co.jp/community/community-intelligence/spend-guard
https://coupa.co.jp/community/community-intelligence/spend-guard
https://get.coupa.com/20_WC_All_Coupa_20-5-Steps-to-AP-Transformation_Eng-ThankYou.html?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25585A1
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指標の改善方法
 高いほど良い

•	 発注書と請求書の処理をデジタル化するこ
とで、初回一致率を大幅に向上できる。

•	 1つのプラットフォームに購買機能と請求機
能を搭載し、発注書の情報に基づいて請求
書を自動的に作成できるようにする。これに
より、サプライヤーは発注書を請求書に切り
替えられるようになる(フリップ)。 これによ
り、一致率が高くなります。

•	 さらなる効率化として、3点照合が発生した
ときに、一定の許容限度で一致する請求書
であれば支払いが自動的に行われるよう設
定することで、「タッチレス」の支払処理を作
成できる。

請求照合の初回一致率

定義:
請求照合の初回一致率は、例外処理を必要とせず
に、2点照合または3点照合で発注書と受領書に一致
した請求書の割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 一致率が高い場合、効率が高いことを意味しま
す。一致しなかった請求書は手作業で見直す必
要があります。 

•	 一致率が高い場合、コンプライアンス規定が有
効であることを意味し、リスクの低減に大きく役
立ちます。

96.5% 主な効果: 
業務を効率化 

請求 > 請求照合の初回一致率

経理の自動化について 
お読みください。

この大手自動車サプライヤーでは、財務部門、購買部門、IT部門が一体となり、 
100%手作業で行っていた請求処理を80%タッチレスで処理できるようにしました。

その方法をご覧ください。

https://www.coupa.com/blog/finance-ap/ap-automation-guide
https://coupa.co.jp/customers/cooper-standard
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経費精算でコストを管理し、 
リソースを解放

•	 従業員の経費を含むすべての支出を完全に可視化し管理
することで、大きな節減効果を得ることができます。 事前に
承認されるべきだったアイテムの経費清算を従業員が頻
繁に行うと、交渉により期待できた節減効果が、そのカテゴ 
リーでは失われる結果になります。

•	 経費をより賢く管理することで、規定を遵守し、手作業を減
らして効率を大幅に向上させることが可能です。

•	 出張が再び増加傾向にあり、企業が利益率に目を向けるよ
うになっている中、最新の旅費・経費(T&E)管理プログラム
は、高度な価格トラッキングを使用してコストを管理するの
に役立ちます。 

エンドツーエンドの旅費・経費 
管理についてお読みください。

「旅費・経費のプロジェクトを行うことにした理由は2つあり
ます。1つは旅費・経費(T&E)プロセスを自動化するため。も
う1つは実際にそのプロセスを合理化することで、現場の承
認者から膨大な作業負荷を取り除くためです」

Service Corporation International (SCI)、 
米国の葬儀関連事業会社

https://www.coupa.com/blog/technology-innovation/moving-expenses-procurement-procurable-insights
https://www.coupa.com/blog/technology-innovation/moving-expenses-procurement-procurable-insights
https://coupa.co.jp/products/travel-expense-management/travel-management/travel-saver
https://coupa.co.jp/products/travel-expense-management/expense-management
https://coupa.co.jp/customers/sci
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指標の改善方法
 低いほど良い

•	 経費が発生した時にその経費を記録するプ
ラットフォームを使用し、従業員の作業時間
を減らす。 統合された旅費・経費(T&E)管理
は、プロセスの一環として航空運賃を記録
し、Uber for Businessで経費レポートを自
動生成できる。

•	 領収書の情報を自動的に取得し、経費のカ
テゴリーやフィールドを自動入力できるAIを
活用する。 それにより、訂正のために支出明
細が従業員に差し戻される回数が減少する。

•	 リアルタイムに出先でも経費レポートを提
出できるようにモバイルデバイスの利用を
促進することで、経費管理テクノロジーを浸
透させ、管理の強化、コンプライアンスの徹
底、管理内支出の増加につなげる。

経費レポートの承認サイクルタイム

定義 
経費レポートの承認サイクルタイムは、経費レポー
トがシステムに入力されてから支払いが承認される
までの平均所要時間を表しています。

このKPIが重要な理由

•	 物品、さらにはインターネットや電話などのサー
ビス費を経費として計上している従業員にとっ
て最大の不満の1つは、立て替えた費用がすぐに
払い戻されないということです。

•	 承認期間が短くなれば、経費のタイムリーな提
出が促進され、予算管理が改善されます。

•	 処理が紙面やスプレッドシートで行われていた
り、経費管理システムが分断していたりすると、
経理部門が経費の払い戻し処理を迅速に行う
のはほぼ不可能です。

経費 > 経費レポートの承認サイクルタイム

包括的な旅費・経費管理に 
ついてお読みください。

主な効果: 
業務を効率化7.4 営業 

時間

「出張者の多いサイロ化した成長企業では、効率的なグローバルソリューションが
必要です。 私のチームはCoupaを使って包括的なダッシュボードを作成し、

幹部が節減を確認するために使っています。 実に役立っています」

Curt Metzger氏、グローバルバイスプレジデント - 戦略的パートナー 

https://www.coupa.com/newsworthy/press-releases/buckle-uber-for-business-and-coupa-announce-next-generation-business
https://www.coupa.com/blog/technology-innovation/automating-receipt-digitization-ai
https://www.coupa.com/blog/technology-innovation/automating-receipt-digitization-ai
https://coupa.co.jp/products/travel-expense-management/expense-management
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指標の改善方法
高いほど良い

•	 規定に違反する可能性がある特定の明細
行について、従業員が作成した明細でリア
ルタイムに通知または警告するようなシス
テムを導入する。

•	 AIを利用して経費を監視することによって、
コンプライアンス違反をすばやく見極める。

•	 参考のコミュニティデータを使用して規定
を評価し、変更すべき箇所を見極めてコン
プライアンスを強化します。

経費レポート明細の規定遵守率

定義
経費レポート明細の規定遵守率は、経費レポート内
で規定制限を満たしている明細の割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 社内で明確な経費レポート規定を定めていて
も、従業員がその規定を知らなかった場合には、
規定違反の経費が提出されることがあります。 
上司が経費レポートを細かく確認せずに承認す
る人物だと、人的ミスが蔓延し、コンプライアン
スが脅かされてしまいます。

•	 旅費・経費(T&E)ポリシーに準拠した経費レポー
トの明細が多いということは、経費が効果的に
管理されていることを意味します。

•	 これにより、手作業で監査を行うための間接
費を削減でき、管理上の負担が軽減されます。  
また、従業員に払い戻しされるまでの時間も短
縮されます。

経費 > 経費レポート明細の規定遵守率

旅費・経費管理への最新アプローチに 
ついてお読みください。

98.6% 主な効果: 
コンプライアンスを改善し、 
リスクを低減

https://coupa.co.jp/community/community-intelligence/spend-guard
https://coupa.co.jp/community/community-intelligence/spend-guard
https://www.coupa.com/blog/coupa-news/introducing-coupa-travel-expense
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最新の支払い処理で回復力 
(レジリエンス)を強化

•	 デジタル決済は、財務実績を向上させる方法を多く提供し
ます。 バーチャルカードのリベート、早期支払割引、取引手
数料の減額により、大きな節減を行えます。 また、支払いの
タイミングを最適化することで、運転資金を改善することも
できます。 

•	 デジタル決済は、資金管理部門がデータに基づいた正確な
意思決定を行えるようにもします。 調達から決済までがさら
に可視化され、今後の支払いが自動的にキャッシュポジショ
ンに反映されるため、資金の過不足が明らかになります。 サ
プライヤーへの支払条件を完全に透明化することで、ヘッジ
に関する意思決定も改善されます。

•	 サプライヤーへの送金情報管理、バッチ作成、承認、照合を
含むデジタル決済プロセスにより、バックオフィス業務の効
率化、不正の防止、管理要件の簡素化が可能になります。 

デジタル決済について 
お読みください。

「支 払いの遅 延 が頻 繁に起きていました。それが 
供給停止につながることもあります。未払いであ
るために、サプライヤーが文字通り供給を停止して 
しまったのです...Coupaのおかげで、経理業務が 
夢のようにはかどるようになったと喜んでいます」
Saga、英国を拠点とする旅行・金融サービス会社

https://coupa.co.jp/products/pay/virtual-card
https://coupa.co.jp/products/pay/virtual-card
https://coupa.co.jp/customers/saga-uses-coupa-help-finance-and-procurement-grow-smarter-together
https://coupa.co.jp/customers/saga-uses-coupa-help-finance-and-procurement-grow-smarter-together


COUPA BSMベンチマークレポート 30

指標の改善方法
 高いほど良い

•	 支払処理の一部としてデジタル決済機能
を実装し、データの継続性、銀行取引明細
書の自動照合、および自動確認を複数回行
うことによるエラーを減らす。 

•	 デジタル決済戦略を拡張し、バーチャルカー
ドも戦略に含める。 発注書に「カードで支
払う」というオプションを含めることで、請求
と支払処理を電子的に行い、紙面による処
理をなくす。

•	 サプライヤーに対し、デジタル決済の利点
を強調して伝える。 セキュリティ保護された
セルフサービスポータルを使って、サプライ
ヤーは、オンラインで支払いの進捗状況を
追跡できる。

電子的に支払われた請求書率

定義
電子的に支払われた請求書率は、CoupaのBSMプ 
ラットフォームで処理されるすべての電子請求書の
うち、デジタル決済に関連付けられている請求書の
割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 デジタル決済を増やすと、支払い構造が最適化
されることで、取引の手数料を削減できます。手
作業が減少するので、SG&A(販売および一般管
理)の効率が向上します。また、エラーや不正の可
能性も下がり、リスクが低減します。

•	 デジタル決済は、運転資本を最適化し、バーチャ
ルカードの利用で得られるリベートを通じて節
減を促進し、早期支払割引を実現するための機
会を提供します。また、サプライヤーへの支払い
にかかる時間やエラーをさらに減らすことで、サ
プライヤーとの関係も強化します。

•	 デジタル決済によってデジタル照合の自動化が
可能になるため、支払部門や経理部門は「タッチ
レス」で業務を行うことが可能になります。 また、
請求書が電子的に支払われることで、支払いの
セキュリティや不正防止の機能が向上します。

96.9% 主な効果: 
業務を効率化 

支払い > 電子的に支払われた請求書率

決済での5つの難点について 
お読みください。

世界最大の缶・チューブメーカーは、デジタル決済を利用して、決定した支出を100%可視化し、 
請求書1件あたりのコストを削減、1,500社以上のサプライヤーへの導入を速やかに実施し、 

以前より80%以上の発注書を以前より速く割り当てています。その方法をご覧ください。 

https://www.coupa.com/blog/finance-ap/5-payment-pain-points-and-how-solve-them
https://www.coupa.com/customers/sonoco-putting-pop-popular-products-coupa?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1


COUPA BSMベンチマークレポート 31

指標の改善方法
 高いほど良い

•	 土台となるサプライヤー情報が正確である
ことを確認する。 決済プラットフォームにで
きるだけ多くのサプライヤーに参加してもら
う。

•	 早期支払割引や柔軟な支払条件を提供す
ることで、採用を奨励する。または、サプライ
ヤーがデジタル決済を採用しない限り、サ
プライヤーに対する支払期限の延長を検討
する。 

•	 バーチャルカード決済に対するサプライ 
ヤーの認知度を高める。 1回限りのロング 
テールのサプライヤーが支払い方法として
バーチャルカードを受け入れるかどうかを
確認し、発注書を発行する際には、推奨方
法として記載する。

•	 BSMプラットフォームを活用することで、他
のバイヤーとの間で既にデジタル決済を受
け入れているサプライヤーを明らかにし、そ
れらのサプライヤーとのデジタル決済を有
効にすることを優先する。

サプライヤーのデジタル決済の利用率 

定義
サプライヤーのデジタル決済の利用率は、紙の小切
手や銀行振替ではなく、デジタル決済で支払いを受
けるサプライヤーの割合を示します。

このKPIが重要な理由

•	 デジタル決済は、すべての支払いが同じシステム
から行われるため、支払処理が合理化されます。 

•	 デジタル決済により、誰が承認するのか、どのよ
うに承認チェーンが機能するのかをルールで設
定するなど、適切な制御を導入できます。

•	 サプライヤーのデジタル決済の利用率が高いと
いうことは、テールサプライヤーとの処理に対す
る確固とした戦略があることを示しています。 こ
のようなサプライヤーは通常、代替の請求や支
払いの方法を設定したり、ステータスの更新に手
動で対応したりして、経理リソースを大量に消費
しています。

96.5% 主な効果: 
業務を効率化 

支払い > サプライヤーのデジタル決済の利用率

ビジネス決済の変革について 
お読みください。

この商業不動産サービス・投資会社は、Coupaを使用してビジネス決済を変革し、支払い履行要件を 
90%改善し、1ヵ月で支払い遅延を70%から10%に減少させました。その方法をご覧ください。

https://coupa.co.jp/products/pay/virtual-card
https://coupa.co.jp/products/pay/business-payments
https://www.coupa.com/ebook/lp_all-22-customer-marketing-spendsetter-stories-book
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指標の改善方法
低いほど良い

•	 承認チェーンやマトリックスの複雑さを最
小限にすることで、可能な限り承認を合理
化する。 

•	 承認者が何らかの理由で不在の場合でも
ボトルネックにならないよう、承認プロセス
には複数の代理の承認者を設定しておく。

支払バッチの承認サイクルタイム

定義 
支払バッチの承認サイクルタイムは、サプライヤー
への支払いのバッチ処理が承認されるまでの時間を
示します。

このKPIが重要な理由

•	 バッチ承認プロセスをデジタルで効率化すること
で、自動化が進み、より迅速かつ安全に承認でき
るようになり、全体的な効率も向上します。 

•	 迅速に承認が行えるようになることで、より迅 
速に支払いを実行し、早期支払割引を利用でき
ます。 

•	 デジタルプロセスは、承認時間を短縮するだけ
でなく、承認チェーンで担う責任の違いを確実に
し、 誰もが明確に定義された役割を持つことが
できます。 これにより、混乱が少なくなり、支払い
の安全性が高まります。

支払い > 支払バッチの承認サイクルタイム

支払いの効率化について 
お読みください。

主な効果: 
業務を効率化 1.1 営業 

時間

このドイツの製造会社は、包括的なクラウドベースの財務・資金管理ソリューションを
使用して、グループ全体の支払いを自動化し、安全性と信頼性を高め、 

急ぎの支払いの数を減らしました。その方法をご覧ください。 

https://www.coupa.com/blog/finance-ap/how-virtual-cards-for-b2b-payments-improve-cash-flow-capture-efficiencies-and
https://www.coupa.com/customers/coupa-treasury-provides-sustainable-solution-for-visibility-and-control?itm_medium=23-Benchmark-Report&itm_campaign=Inline-CTA&itm_last_engagement=PG25582A1
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より少ないリスクで 
より迅速にDXを実現
BSMアプローチは、利益率の改善、アジリティ(俊敏性)と生産性
の向上、リスクの軽減、パフォーマンスの最適化など、非常に多く
の潜在的なメリットを提供します。 本レポートのKPIとベンチマー
クを使用することで、リーダーは自社の現状を把握し、さらにど
れだけの価値を実現できるかを素早く理解できます。
 
能力の差は、通常、単独で現れるものではありません。 多くの
企業が、正確なコスト管理、サプライチェーンへのオプションの
提供、効果的なコンプライアンスとガバナンスの確保など、すべ
てを同時に行うことに苦労しています。 このような深く根付いて
いる課題は、高額で煩雑なポイントソリューションでは解決でき
ませんし、そのようなソリューションをユーザーが採用すること
もありません。 Coupaの包括的でクラウドネイティブなBSMプ
ラットフォームにより、企業は高い利益率と投資回収期間を持
つ変革プロジェクトを実現し、リソースを解放することで、純利
益に直結させたり、長期的なDXロードマップに資金を回したり
できます。

まとめ

「私が重視する成功指標は、信頼性、
コスト/価値、提供される利益、リスクの

低減、サイクルタイムの短縮です。
Coupaは、この5つすべてにおいて

役立っています」

John Kochavatr氏、Portland General Electric 
CIO兼カスタマー＆デジタルソリューション担当VP

さらなる強化で、より速く、より優れた対応を

この規模のBSMにコミットすることは困難と思われるかもしれません。今日の課題に対処するために必要な段階的な機
能改善を実現しないサイロ化したソリューションやシステムに長年投資してきた後ではなおさらです。 しかし、リーダーは、
財務・購買組織において、その改善のための道筋をつけることができるのです。 次のステップは、現在の成熟度を理解し、
企業を次のレベルに引き上げるための人材、プロセス、テクノロジーへの投資を行うことです。

今すぐダウンロード 今すぐダウンロード

財務を強化していくことで、
運転資金を最適化し、 
成長への投資を行い、 

正確にコスト管理を行う

購買を強化していくことで、
ベストインクラスの 
購買への道筋をつける

https://coupa.co.jp/resources/futureproof-financial-health
https://coupa.co.jp/resources/22-procurement-maturity-model
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まとめ

クラス最高のパフォーマンスを実現する20のKPI

サプライヤー多様性の構成

リスク管理評価の完了率

リスク管理評価サイクルタイム

発注書の電子処理率

事前承認済み支出率

購買申請-発注サイクルタイム

サプライヤー情報管理サイクルタイム

支出管理 業績の高い企業は支出全体に対する
節減率が高い

請求書の電子処理率

請求書の承認サイクルタイム

請求照合の初回一致率

7つのカテゴリー

99.1%

23.9営業時間

高いほど良い

契約管理サイクルタイム

高いほど良い

KPI (重要業績評価指標) 目標 ベンチマーク

購買・調達システムを通じた支出率

低いほど良い

契約に基づく支出率

低いほど良い 10.1営業日

ES
G

調
達

か
ら

契
約

(S
2C

)

優先サプライヤーへの支出率

高いほど良い 67.6%

80.8%

19.3%

高いほど良い

高いほど良い

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

管
理

高いほど良い 95.0%

高いほど良い 98.9%

3.6営業時間

購
買

低いほど良い

低いほど良い

高いほど良い

高いほど良い

1.4営業時間

6.6%

請
求 低いほど良い

82.5%

高いほど良い

10.9営業時間

低いほど良い

96.5%

高いほど良い 98.6%

7.4営業時間

高いほど良い

経費レポートの承認サイクルタイム

経費レポート明細の規定遵守率

電子的に支払われた請求書率

サプライヤーのデジタル決済の利用率

支払バッチの承認サイクルタイム

経
費

支
払

い

高いほど良い

96.9%

低いほど良い

96.5%

1.1営業時間



The Trusted Platform for
Business Spend Management

Coupaは、サプライチェーン、購買・調達、財務のすべてのプロセス
を統合するクラウドベースのBSM (Business Spend Management、ビ
ジネス支出管理)プラットフォームです。 世界中の組織がCoupaを利
用して価値を最大化し、目的に合ったビジネス支出を行っています。
 
Coupaプラットフォームは、3,000社以上のお客様に信頼され、累積
4兆ドルを超えるのビジネス支出が管理されています。

Coupaの詳細については、www.coupa.co. jpをご覧になり、 
LinkedIn、Facebookでフォローしてください。

Coupaについて

COUPA BSM 
ベンチマークレポート

https://coupa.co.jp/
https://www.linkedin.com/company/coupa-japan/
https://www.facebook.com/coupajapan
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